
 

 

 「国民学校令」に基づき、木津国民学校も、昭和 16年４月１日から発足し

ています。入学奉告式、靖国神社遥拝式、健康週間の街頭行進、勅語奉読式な

どさまざまな「国民儀礼」を実施し、儀式と教科の一体化を図ります。また、

運動会は名称も「大試練会」となり、各種集団的演技を展開しています。 

 昭和 16 年 12 月８日、日本軍の真珠湾攻撃を皮切りに太平洋戦争が勃発。

木津国民学校も、さらに厳しい局面を迎え、「錬成道場」として儀式と教科の

一致を進めながら苦難の３年９カ月を歩みます。戦局は年々厳しくなってい

ったことが、木津小学校沿革史からも見て取れます。昭和１８年以降は出兵兵

士に慰問文・慰問画発送や戦勝祈願、筍瓶詰工場や桑の皮剥ぎ作業、天神山松

林下刈作業や大豆畑開墾作業、町供出の薪搬出、落穂ひろい、農作業や増産作

業への出動など、奉仕作業に明け暮れる毎日に「全校挙げて奮斗セリ」と記録

されています。また、予科練生の合宿が小学校で実施されたり、都会からの学

童疎開児童を受け入れたり、昭和２０年２月には、徴兵検査が小学校で実施さ

れるに当たり、従来の防空退避壕３カ所では足りず新たに成人 200名を収容

できる規模の防空

壕を中庭に設けた

りしたこと等の記

録が見られ、学校

生活も当然勉強ど

ころではなかった

ことでしょう。修

学旅行の記録も見

当たらず、まさに

激動の国民学校時

代でありました。 

 こうして、昭和

20 年猛暑の頃と

なり、悲報しきり

の後 8月 15日、木津国民学校も終戦を迎えます。 

国民学校時代  

 


